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校則（学校生活のルールや決まり）の見直し
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・児童生徒が健全な学校生活を営み、よりよく成長していくための

行動の指針であり、教育的意義を有する

校則（学校生活のルールや決まり）の意義

例えば、

・小学校：遊具の使い方や持ち物に関するルールなど

・中学校・高等学校：服装や髪型に関するルールなど
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・昨今、合理的な説明が難しい校則（学校生活のルールや決ま

り）が社会的な課題となっている

・社会通念上合理的に説明できるよう令和３年６月に「学校生

活のルールや決まり（校則など）に関するガイドライン」を策定

ガイドライン策定の背景
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基本的な方針

・社会通念に照らして学校や地域の実態に応じて定める

・児童生徒の個々の状況を考慮し画一的なものとしない

・社会状況の変化に対応するため絶えず見直す機会を設定する

ガイドライン概要
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見直しの手順

・子どもの権利について研修（教職員）、学習（児童生徒）を行う

・児童・生徒が話し合う機会をつくる

・保護者や地域の方の意見を聞き、学校運営協議会（学校評議員）

で協議を行う

・見直し内容を保護者にお知らせし、学校ホームページに掲載する

ガイドライン概要



7

令和３年度 見直しの状況（中学校・高校）

中学校 高校

学校数 ８２ ８

見直しに取り組んだ学校数 ８２ ８

改訂を行った学校数 ８１ ８

・全中学校・高校で見直しに取り組んだ。

・ほぼ全ての学校で改訂が行われた。
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令和３年度 見直しの状況（中学校82校・高校８校）

校種
令和３年度
校則あり

令和３年度
改訂

令和４年度
以降検討継続

肌着は白一色とする 中学 ６２ ４９ １３
靴は白一色とする 中学 ７５ ４６ ２９
靴下は白一色とする 中学 ８０ ４３ ３７
女子の靴下は三つ折りにする 中学 ３５ ３３ ２

ツーブロックは不可
中学 ７１ ３６ ３５

高校 ４ ４ ０
ポニーテールは不可 中学 ４８ ２４ ２４
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令和３年度 見直しの取り組み例（A中学校）

A中学校

〔見直しを行った主な項目と見直し内容〕

靴 ：白色指定 → 運動靴であれば指定なし

靴下：白色指定 → 指定なし

頭髪：ツーブロックなど制限 → 制限なし

ただし、パーマや染色・脱色は禁止

肌着：白色指定 → 指定なし
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令和３年度 見直しの取り組み例（A中学校）

A中学校

〔見直した手順〕

生徒会や職員会議、PTA、

学校評議員でも協議を行い、

改訂することとした。
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令和３年度 見直しの取り組み例（B中学校）

B中学校

〔見直しを行った主な項目と見直し内容〕

・肌着 ：『白のみ』から『白やグレー、淡色（うすい水色など）

で透けない無地のもの』に変更

・靴、靴下：現行（白一色）通り

・頭髪 ：議論が不十分であるため、今後も継続して検討
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令和３年度 見直しの取り組み例（B中学校）

B中学校

〔ホームページ掲載〕
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今後の進め方

・自由に自己の意見を表明し、当事者意識を持って見直しに取り組むこと

が出来るよう、子どもの権利について、引き続き、児童生徒の学習や、教

職員の研修を行っていく。

・児童生徒・保護者・地域の方の意見を聞きながら共通理解を図り、見直

しに取り組んでいく。

令和４年度以降も引き続き、各校で見直しを行っていく。
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今後の不登校支援のあり方について
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神戸市における不登校の現状

（令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査より）
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神戸市における不登校の現状
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小学校 中学校



28 39 67 81 114 137

385

477

48
59 70

84
116

141

382

310
200

0

100

200

300

400

500

600

700

800

小１ 小２ 小３ 小４ 小５ 小６ 中１ 中２ 中３

継続 新規

17

神戸市における不登校の現状

学年別

不登校児童生徒への支援にあたっては、

不登校支援の充実を図るとともに、魅力

ある学校づくりが重要

不登校児童生徒（全体）の

半数以上が新規

（令和２年度児童生徒の問題行動・不登校等生徒指導上の諸課題に関する調査より）

令和２年度 不登校児童生徒数（継続数・新規数）
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これまでの不登校児童生徒への主な取組

くすのき教室（教育支援センター）での通級指導

不登校児童生徒に対し、学習指導や体験を通した指導等を行う

スクールカウンセラーの配置

児童生徒や保護者の相談に当たり、未然防止、早期解決を図る

スクールソーシャルワーカーの配置

関係機関等と学校とのネットワークを築き、児童生徒を取り巻く環境を調整

不登校担当コーディネーターの配置

フリースクール等の関係機関との連携窓口となり、不登校児童生徒を支援
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各校における不登校支援

不登校児童生徒やその保護者への家庭訪問等による支援

校内の別室における個別の指導や支援

フリースクールとの連携

フリースクールに通う児童生徒の出席認定

（令和3年度 市内外33カ所に通う児童生徒129人の出席を認定）

フリースクール関係者との連絡会

これまでの不登校児童生徒への主な取組
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検討委員会設置の趣旨と検討事項

本市における不登校児童生徒に対する支援の現状と課題を検証するとともに、

今後の不登校対策の総合的かつ体系的な支援のあり方について、検討を行

うことを目的に設置。

登校しやすい環境整備と不登校の早期支援

不登校児童生徒への支援の充実

保護者サポート及び民間施設等との連携推進

検討事項
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委員（予定）※敬称略 五十音順

氏名 役職等

井 川 一 裕 弁護士法人俵法律事務所 弁護士

伊 藤 美 奈 子 奈良女子大学 研究院生活環境学部 教授、 臨床心理相談センター長 学識経験者

井 上 序 子 神戸市スクールカウンセラー スーパーバイザー スクールカウンセラー

小 川 優 子 神戸市立多聞の丘小学校長 学校関係者

金 井 祐 真 NPO法人ダルボイ・アカデミー 代表理事 フリースクール関係者

河 合 靖 代 神戸市スクールソーシャルワーカー スーパーバイザー スクールソーシャルワーカー

住 本 克 彦 奈良学園大学 人間教育学部 教授 学識経験者

中 村 健 立命館大学 経済学部 教授 学識経験者

古 川 雅 一 神戸市立本山中学校長 学校関係者
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今後のスケジュール

令和4年7月上旬 第１回検討委員会を開催

以降、4～5回の開催を予定

令和4年11～12月 検討委員会報告書のとりまとめ


